




古くから小児の健康度の指標として,その発育発達に関する評価結果が挙げられている。こ

れは何れの時代においても変わることなく,それぞれの時代条件に適合した評価基準に基

づいて実施されるべきであろう。さらに重要な点は,評価基準は多くの要因に基づいて作成

されることが今日では非常に強調されるに至っている。特に,保健医療の急激な進歩発展が

見られる現代においては,これまでの基準のみでは適切な小児保健活動や医療が不可能で

さえあるような指摘もある。この見地より,当分担研究班においては,乳幼児から思春期に

至る期間の小児の健全な成長を見守る必要性から,広く養育条件・環境条件に視点を置いた

発育発達に関する適切な評価・指導が実施できることを期待し,今日の種々の実態に即応し

た発育発達評価の基準の作成に当たっている。 


